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学 位 論 文 の 審 査 要 旨 

 

学位論文申請者氏名：水上 輝市 

論 文 題 目： High-resolution O2 imaging of living tissues based on phosphorescence 

lifetime imaging microscopy using Ir(III) complexes 

 （Ir(III)錯体を用いたりん光寿命イメージング顕微鏡法に基づく 

 生体組織の高分解能酸素イメージング） 

 

 

論文の概要及び判定理由 

生体内において、酸素は多種多様な細胞がその機能を果たすために必須の物質であり、

組織内の酸素レベルの低下は、がんや慢性腎臓病をはじめとする様々な重要な疾患と深く

かかわっている。本研究では、生体組織中の酸素濃度分布を高分解能でイメージングする

技術を開発し、その有用性を検証することを目的として、イリジウム錯体に基づくりん光

性酸素プローブの設計と合成、共焦点りん光寿命イメージング顕微鏡装置の開発が行われ

ている。開発した新たな酸素イメージング技術を用いて、マウスの肝臓組織内の酸素濃度

勾配、腎臓組織内の酸素レベルを細胞レベルの分解能で可視化し、定量することに成功し

ている。本論文は、これまで組織切片を用いて調べられてきた組織の酸素イメージング技

術を、生きた動物すなわち血流の通う組織で可能としたものであり、博士（理工学）の学

位に値するものと判定した。 
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